
人事戦略上の課題・方向性（案）

＜中期的事業展開（案）＞

政府統計の製表（集計）

統計技術の研究

統計処理における品質管理

各府省共同利用型システム
の運営

統計データの二次的利用の
基盤整備

統計処理の品質評価、コン
サルティング

＜課 題＞

個々の人材の能力の高度化

（背景）
１ 常勤職員のコアコンピタン
スに関係の深い業務への
重点配置
２ 新たな業務の実施
３ 専門性等の維持・継承
４ 国に準じた人件費の削減

＜方向性＞

課題への対応にかかる検討結果を
踏まえ、以下の事項について人事戦
略を更に検討

１ 職務内容・職位に応じて求めら
れる能力と職員数の明確化
２ 官学の連携による人材の確保、
専門家の任期付任用など各専門
分野のコアコンピタンスを支える
ための採用戦略
３ キャリアパスの在り方、官民を
問わない幅広い分野との人事交
流等の人材育成方針
４ 業績や発揮した能力が考慮さ
れる評価制度
５ 評価制度を適切に活用し、職
員の士気向上に繋がる処遇制度、
昇進・昇格制度

システムの運営に必要な人
材の確保・育成

・システム企画・調達・監査

・民間事業者の管理・監督

統計利用者等のニーズに対
応できる人材の増員

・統計理論や調査方法,情報
技術に精通した者

・統計処理の専門知識、評価
手法の知識を有する者
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